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膵特異的リパーゼ（Pancreatic lipase immunoreactivity; PLI）は、膵炎を診断す
るうえで欠かせない血液マーカーとして世界中で用いられている。
本講演では、使われ始めて約20年経つPLIについて、論文を基に情報を整理
し、膵炎を診断する際に注意したい落とし穴も紹介する。
• 膵リパーゼの測定原理や方法、手段などによってどんな違いがあるのか？
近年用いられる膵リパーゼについて整理し、膵炎に対する感度や特異性
を比較し、結果の捉え方などについて触れる。

• 膵炎以外の疾患が基礎疾患または併発疾患として存在する症例、特に腎
臓病、糖尿病、心疾患、膵炎以外の膵臓疾患などについて、PLIへの影響を
考える。

• 膵炎を診断あるいは除外する際に、超音波画像検査、CRP、その他何を組み
合わせて判断するのか、陥るかもしれない落とし穴などを解説する。

講 師
東京農工大学大学院 農学研究院動物生命科学部門 獣医内科学研究室
アジア獣医内科学協会 設立専門医

膵特異的リパーゼのアップデートと
気をつけたいピットフォール

※年次大会への参加・ランチョンセミナーの聴講には事前登録が必要です。
詳しくは、第26回日本臨床獣医学フォーラム年次大会2024ホームページを
ご確認ください。
https://jbvp.hisync.online/

2024年9月22日(日)12：00～13：00
ホテルニューオータニ東京ザ・メイン

宴会場階芙蓉東

准教授 井手 香織 先生
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“Vcheck V200”測定項目続々拡張中！！
膵炎マーカー：c P L (イヌ )、f P L (ネコ ) 2項目の薬事承認を取得。発売に向けて準備中 !

新項 目追加予定

免疫反応測定装置
Vcheck V200

動物用医療機器

2021年9月T4・COR・PRG／2022年4月CRP・SAA／2023年4月SDMA／2023年11月TSH・・・ラインナップ続々拡大中！

「院内ですぐに測定できる項目を増やしたい！
…けれどそれぞれの項目に対応した機器を導入するのは難しい」

1台で7項目を測定可能✓

→Vcheck V200なら、1台で7項目(202４年8月時点)測定できます。
スクリー ニング や 定 期 通 院 で 測 定し て おきた い 下 記 項目が 、
院内ですぐに測定・結果を得ることが可能です。

ご好評いただいている動物用製品や、本学会で初披露と
なる新製品・新サービスのご案内を予定しております！
さまざまな特典もご用意。
実機を多数ご用意しております。

✓

✓
✓

ブース出展いたします
ぜひお立ち寄りください

ぜひこの機会に体験ください！
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